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歯科医院の売買ならさくらハウスへ

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（04）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜1‒12‒15　℡   06-6170‒8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

売り物件（東大阪市）
2480万円　東大阪市新石切
マンション１F
テナント（分譲）
チェア３台 賃貸（大東市住道）1000万円

賃料30万円　チェア３台
ＪＲ住道駅前　開業20年以上
売り物件（三重県名張）1380万円
土地建物付　土地約70坪２階建て

賃貸（大阪市中央区）
3500万円　賃料400,000円
チェア３台（４年）
地下鉄本町駅約５分

売り物件（東大阪市）
3000万円　土地建物付き
チェア２台
新池島ガレージ有り

参
院
選
挙

　

参
院
選
の
公
示
日
（
７

月
４
日
）
が
迫
っ
て
い

る
。
民
主
党
政
権
か
ら
自

民
・
公
明
政
権
に
戻
っ
て

以
来
、
初
め
て
の
国
政
選

挙
で
あ
る
。

　

安
倍
新
政
権
が
発
足
し

て
半
年
、
様
ざ
ま
な
問
題

が
噴
出
し
て
い
る
。
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
交
渉
へ
の
参
加
決

定
、
税
と
社
会
保
障
の
一

体
改
革
の
推
進
、
原
発
の

社
会
保
障
は「
商
品
」な
の
か

制
度
を
大
き
く
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
特
に
、
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の

７
・
６
％
を
占
め
る
医
療

費
（
約
37
兆
円
、
10
年

度
）
は
、〝
金
も
う
け
の

場
〞
と
し
か
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。

　

今
回
の
選
挙
の
争
点
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
地
域

の
人
々
の
保
健
医
療
に
責

任
を
持
つ
保
険
医
と
し

て
、
ま
ず
は
推
進
法
と
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
反
対
か
否
か
に
着

目
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

協
会
は
、
政
党
・
候
補
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
明
ら

か
に
し
、
会
員
に
情
報
提

供
し
て
い
く
。

と
に
な
る
。

　

「
医
療
の
市
場
化
」
に

向
け
、
推
進
法
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
不
可
分
な
関
係
に
あ

る
。
日
本
の
公
的
医
療
は

非
関
税
障
壁
の
最
た
る
も

の
と
し
て
、
政
府
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
沿
う
よ
う
に
国
内
の

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
医

療
機
関
へ
の
影
響
は
、
レ

セ
プ
ト
の
請
求
先
が
多
岐

に
わ
た
る
だ
け
で
は
な

い
。
保
険
金
の
給
付
を
巡

っ
て
保
険
会
社
と
交
渉
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
過
度

に
負
担
が
の
し
か
か
る
こ

付
」
を
認
め
る
報
告
書
を

７
日
に
取
り
ま
と
め
た
。

　

保
険
会
社
の
「
現
物
給

付
」
は
米
国
式
の
民
間
保

険
の
仕
組
み
そ
の
も
の

だ
。
従
来
か
ら
米
国
が
要

求
し
て
い
た
「
医
療
の
市

場
化
」
へ
と
舵
を
切
っ
た

と
、
公
的
医
療
保
険
に
お

け
る
療
養
の
範
囲
の
縮
小

だ
。
さ
ら
に
金
融
庁
の
金

融
審
議
会
は
、
民
間
保
険

加
入
者
が
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
場
合
、
保
険
会

社
が
保
険
金
を
医
療
機
関

に
直
接
支
払
う
「
現
物
給

き
た
。
し
か
し
、
政
府
の

諮
問
機
関
や
省
庁
は
推
進

法
を
た
て
に
、
矢
継
ぎ
早

に
医
療
の
〝
自
己
責
任
〞

と
〝
商
品
化
〞
を
打
ち
出

し
て
い
る
。

　

そ
の
象
徴
が
窓
口
で
の

自
己
負
担
の
引
き
上
げ

如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
国
は
、
国
民

皆
保
険
制
度
と
診
療
報
酬

体
系
を
維
持
し
、
曲
が
り

な
り
に
も
国
の
責
任
と
し

て
医
療
を
提
供
し
、
国
民

の
医
療
を
受
け
る
権
利
を

保
障
す
る
立
場
を
取
っ
て

い
」
を
強
調
。
憲
法
25
条

の
生
存
権
や
、
社
会
保
障

へ
の
国
の
責
任
を
否
定
す

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

「
社
会
保
障
は
国
民
の
権

利
で
は
な
く
、
お
金
で
買

う
『
商
品
』
で
あ
る
」
と

の
政
府
の
歪
ん
だ
考
え
が

再
稼
働
容
認
と
輸
出
政

策
、
憲
法
改
定
、
歴
史
認

識
と
慰
安
婦
問
題
な
ど
、

枚
挙
に
暇
が
無
い
。

　

自
公
民
の
３
党
合
意
で

成
立
し
た
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
（
推
進
法
）

は
、
社
会
保
障
の
理
念
と

し
て
「
自
助
・

共
助
」「
家
族

相
互
及
び
国
民

相
互
の
助
け
合

６・８大阪府民集会

社会保障改悪に怒りの声
500人が政府に撤回迫る

　

「
社
会
保
障
の
改
悪
、
消
費
税
増
税
に
怒
る
大
阪
府
民

集
会
」
が
８
日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ
た
。
約
５
０
０
人

が
参
加
し
、
安
倍
政
権
が
進
め
る
社
会
保
障
切
り
捨
て
政

策
に
反
対
の
声
を
上
げ
た
。
協
会
や
医
療
団
体
、
市
民
団

体
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
。

　

自
民
党
の
改
憲
草
案
と
政

府
の
社
会
保
障
「
改
革
」
に

つ
い
て
講
演
し
た
伊
藤
周
平

氏
（
鹿
児
島
大
学
教
授
）

は
、「
草
案
で
は
憲
法
前
文

が
全
面
的
に
改
定
さ
れ
、

『
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る

権
利
』
が
削
除
さ
れ
た
」
と

指
摘
。「
現
行
憲
法
の
平
和

主
義
を
破
棄
し
た
に
等
し

い
」
な
ど
と
批
判
し
た
。

　

社
会
保
障
で
は
、
安
倍
政

権
が
医
療
や
介
護
、
保
育
、

生
活
保
護
な
ど
、
全
面
的
に

改
悪
を
進
め
て
い
る
と
強

調
。「
国
民
の
生
命
の
危
機

を
も
た
ら
す
社
会
保
障
『
改

革
』
は
憲
法
違
反
だ
」
と
力

を
込
め
、
参
院
選
で
「
改

革
」
の
実
態
を
知
ら
せ
、
争

点
に
し
て
い
く
運
動
を
強
め

る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

リ
レ
ー
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

消
費
者
団
体
や
高
齢
者
団
体

な
ど
の
代
表
６
人
が
発
言

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

　

協
会
は
６
月
１
日
、
第
４

回
理
事
会
を
開
き
、「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
請
願
署
名
」
の
請
願

項
目
で
あ
る
①
窓
口
負
担
の

引
き
下
げ
②
保
険
の
き
く
歯

科
治
療
の
範
囲
を
広
げ
る
│

│
の
実
現
を
始
め
、
社
会
保

障
制
度
改
革
推
進
法
の
具
体

化
、
消
費
税
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
を
止
め
さ
せ
る
運
動
に

取
り
組
む
こ
と
、
参
議
院
選

挙
に
向
け
て
政
党
・
候
補
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
会

員
、
患
者
に
提
供
す
る
こ
と

な
ど
当
面
の
運
動
対
策
を
決

め
た
。

　
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」

を
求
め
る
運
動
で
は
、
理
事

会
当
日
、
小
澤
力
理
事
長
を

先
頭
に
理
事
・
事
務
局
16
人

が
難
波
・
千
日
前
で
街
頭
宣

伝
、
署
名
集
め
を
し
た
。
７

月
13
日
も
予
定
し
て
い
る
。

　

６
月
８
日
の
「
社
会
保
障

の
改
悪
、
消
費
税
増
税
に
怒

る
大
阪
府
民
集
会
」
に
地
区

単
位
で
目
標
を
も
っ
て
参
加

す
る
こ
と
、
９
日
の
「
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連

絡
会
」
の
総
会
・
市
民
講

座
、
23
日
の
日
常
診
療
経
験

交
流
会
な
ど
の
取
り
組
み
を

成
功
さ
せ
る
当
面
の
課
題
を

確
認
し
た
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」
総
会
に
は

大
阪
府
、
大
阪
市
が
後
援
、

摂
津
市
長
、
枚
方
市
長
、
吹

田
市
長
、
能
勢
町
長
か
ら
は

賛
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
新
聞
社
や
在
阪

テ
レ
ビ
局
、
ラ
ジ
オ
局
な
ど

13
社
が
後
援
し
た
。

　

会
務
運
営
で
は
５
月
の
通

常
評
議
員
会
、
定
期
総
会
の

決
定
を
実
行
す
る
た
め
の
新

し
い
執
行
体
制
づ
く
り
な
ど

を
進
め
た
。

【
面
談
】
参
院
〈
共
産
〉
山

下
芳
生

【
秘
書
対
応
】
衆
院
〈
自

民
〉
と
か
し
き
な
お
み
、
北

川
知
克
、
中
山
泰
秀
、
大
塚

高
司
、
左
藤
章
、
原
田
憲

治
、
竹
本
直
一
、〈
維
新
〉

井
上
英
孝
、
浦
野
靖
人
、
松

浪
健
太
、
遠
藤
敬
、
西
根
由

佳
、
足
立
康
史
、
上
西
小
百

合
、
木
下
智
彦
、
谷
畑
孝
、

三
宅
博
、
村
上
政
俊
、
西
野

弘
一
、
丸
山
穂
高
、
伊
東
信

久
、〈
民
主
〉
辻
元
清
美
、

〈
公
明
〉
北
側
一
雄
、
佐
藤

茂
樹
、
伊
佐
進
一
、
國
重

徹
、
浮
島
智
子
、〈
共
産
〉

宮
本
岳
志
、〈
生
活
〉
村
上

史
好
、〈
無
所
属
〉
西
村
眞
悟

参
院
〈
自
民
〉
北
川
イ
ッ
セ

イ
、〈
民
主
〉
梅
村
聡
、
尾
立

源
幸
、
藤
原
正
司
、〈
公
明
〉

石
川
博
崇
、
白
浜
一
良
、
山

本
香
苗
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

近
年
、
歯
科
外
来
に
は
舌

痛
や
顎
関
節
症
以
外
に
も
不

可
解
な
症
状
、
訴
え
を
も
っ

て
来
院
す
る
患
者
が
増
加
し

対
応
に
苦
慮
す
る
機
会
が
増

加
し
て
い
る
。

　

▽
舌
を
ど
こ
に
置
い
た
ら

良
い
か
わ
か
ら
な
い
▽
舌
に

歯
が
あ
た
る
▽
何
を
食
べ
て

も
苦
い
▽
ど
こ
で
噛
ん
だ
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
▽
む
し

歯
も
な
い
の
に
歯
が
ズ
ー
ズ

ー
痛
い
▽
奥
歯
か
ら
酸
っ
ぱ

い
液
が
常
に
湧
き
出
て
く
る

▽
口
の
中
に
発
信
器
が
埋
め

ら
れ
て
い
る
―
―
口
腔
内
を

い
く
ら
診
察
し
て
も
異
常
が

な
い
、
原
因
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
何
を
し
て
も
改
善
の
し

よ
う
が
な
い
。
な
ん
と
か
そ

の
場
を
言
い
く
る
め
て
早
く

帰
そ
う
と
思
う
が
、
患
者
は

何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
ユ
ニ
ッ
ト

か
ら
降
り
よ
う
と
し
な
い
。

ど
う
し
よ
う
？　

仕
方
が
な

い
か
ら
ど
こ
か
に
紹
介
し
よ

う
か
？　

口
腔
外
科
？　

心

療
内
科
？　

ひ
ょ
っ
と
し
て

精
神
科
が
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
を
巡
ら
す
。

　

わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師
は
こ

の
よ
う
な
原
因
不
明
の
痛

み
、
症
状
を
如
何
に
理
解
し

対
処
す
べ
き
か
？　

簡
単
な

対
処
方
法
は
な
い
。
歯
科
医

療
、
歯
学
教
育
は
主
に
原
因

と
症
状
の
因
果
関
係
が
明
確

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
疾
患

に
対
す
る
治
療
技
術
に
重
点

を
置
い
て
発
展
し
て
き
た
た

め
か
、
歯
科
医
師
は
最
初
か

ら
不
可
解
な
症
状
、
訴
え
に

対
す
る
拒
否
反
応
が
強
い
傾

向
が
あ
る
。

　

し
か
し
現
代
の
不
安
社

会
、
孤
独
社
会
を
背
景
に
理

解
に
苦
し
む
患
者
は
ま
す
ま

す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

心
身
相
関
、
心
身
症
、
精

神
疾
患
基
礎
知
識
は
単
に
不

可
解
な
患
者
ば
か
り
で
は
な

く
、
日
常
臨
床
の
な
か
で
歯

周
炎
の
患
者
が
「
疲
れ
る
と

な
ん
だ
か
右
下
奥
歯
が
痛

む
」
と
い
っ
た
表
現
を
し
た

り
、
研
修
医
が
抜
歯
す
る
と

過
剰
と
も
思
わ
れ
る
疼
痛
を

訴
え
る
よ
う
な
患
者
を
理
解

す
る
上
で
も
有
用
で
あ
る
。

　

具
体
例
を
も
と
に
患
者
の

訴
え
を
よ
く
聴
く
（
聞
く
で

は
な
く
聴
く
）
過
程
で
、
様

々
な
症
状
や
原
因
を
ど
の
よ

う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

社
会
保
障
切
り
捨
て
政
策
の

影
響
を
話
し
、
政
府
に
改
悪

の
撤
回
を
求
め
た
。
大
阪
府

保
険
医
協
会
の
田
端
晃
弘
理

事
は
、
西
成
区
の
生
活
保
護

受
給
者
へ
の
医
療
費
削
減
策

に
つ
い
て
言
及
。「
市
の
調

査
で
は
、
生
保
受
給
者
３
万

人
の
う
ち
、
重
複
受
診
は
月

に
80
人
だ
け
だ
っ
た
。
受
診

抑
制
を
狙
っ
た
医
療
差
別
制

度
で
あ
り
、
今
後
、
全
国
に

波
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
懸
念
を
表
明
し
た
。

　

最
後
に
行
動
提
起
と
し

て
、
学
習
会
の
開
催
や
署
名

の
推
進
、
街
頭
宣
伝
の
実
施

な
ど
の
取
り
組
み
を
広
げ
る

よ
う
訴
え
た
。

　

協
会
か
ら
小
澤
力
理
事
長

ら
35
人
が
参
加
し
た
。

第４回
理事会

７月度生涯研修抄録

この症状、歯科？ 口腔外科？ 心療内科？
それとも精神科？　歯科と精神科の接点　

大村　進（横浜市立大学附属市民総合医療セン
ター歯科・口腔外科・矯正歯科部長）
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